
肢体不自由児におけるICT活用

三重県立城山特別支援学校 草の実分校

NPO法人支援機器普及促進協会 

専門主事　　高松　崇



A Credo for Support　支えの信条 

１９９５年にカナダで制作



本日の資料はスライド枚数が 
多くなっておりますので、 

紙での配布はしておりません。 
インターネットより 

ダウンロードしてお使いください。 

ピンクで囲まれている画像は動画ですので 
PDFファイルでは視聴できません。 
YouTube等で検索してみてください。 

その代わりと言っては何ですが 
録音・録画・撮影 

どんな記録をしていただいても 
結構です。 

本日の資料



http://npo-atds.org

本日の資料のダウンロード方法

http://npo-atds.org


本日の機器構成

HDMI

Wi-fi

iPhone6

AirPlayミラーリング

iPad Pro

AirMac Express

Keynote 
Remote

 WATCH



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部１年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




QOLを支えるICT技術（AT)



MaBeee



MaKey MaKey



Moff Band



Pechat | すべてのぬいぐるみを、おしゃべりに。



Mogees - Play the World (Japanese)



ゆめ水族館



Tobii PCEye



Eye Play the Piano



Eyedrivomatic for Hackaday Prize



多彩！ワンスイッチによる Mac や iPhone の操作



失われた声で会話　音声合成　医療の分野へ



障害者差別解消法



学校では

鉛筆やペンでの書字が困難な学生に対して、授業や

入試へ参加するための代替手段を認めないことは、

同法の差別禁止および合理的配慮の否定に抵触する。

さらに、本人が申請する代替手段の利用について、

学校側は検討する義務が発生する。

東京大学 先端科学技術研究センター 近藤武夫准教授



障害者差別解消法
合理的配慮については、行政機関（国と自治体や公立

学校、福祉施設など）に対し法的に義務化。民間事業

者に対しては努力義務。 

報告しなかったり、虚偽報告をしたりした場合は、 

２０万円以下の過料が科される。





めがねのように当たり前？



見にくい⇒メガネ 
聞きにくい⇒補聴器 
歩行できない⇒車いす 
見えない⇒白杖、盲導犬 

読めない、書けない、記憶できない
推測できない、計算できない⇒ 
タブレット端末

困りが違うので対処法が違うだけのはず？



何故タブレット端末での支
援だと、お前だけずるいと 
言われるのでしょうか？



（一台で何でも出来る=All 
in One）がずるく見える 
単機能⇒多機能へ

タブレット端末本来の優位性

メガネもGoogle Glassであれば
補聴器もiPhoneと連動できれば
きっとずるいって言われますよ！



タブレット端末



自分で出来る！



操作性（誰でも）

携帯性（何処でも）

即時性（何時でも）

マルチメディア性

　（視覚、聴覚情報）



視覚障害



聴覚障害



学習障害



自立とは・・・



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


おもちゃと遊びの支援技術（AT)

コミュニケーションの原点を考えていくと、子どもにとって遊びの場面が
とても重要であることが分かります。他者との共感や共有の関係性、模倣
やイメージ力の発展、人と物と人との三項関係など、コミュニケーション
の基礎的な課題が遊びの場面にたくさん存在しています。

しかし、重度の障がいのある子どもは、自分から主体的に他の子どもたち
と関わって遊ぶような場面がありません。

そこで、これまで培われてきた多様な支援技術を生かし、ハイテク機器の
代わりにおもちゃをつなぐことで、重度障がい児の遊びの場面を拡大、充
実させることを試みます。どんなに障がいの重い子どもでも、楽しく遊べる
ようになれば興味は広がり、みんなの仲間に入って活動できるようになれ
ば、自然にコミュニケーションの力も発達していくはずです。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.htmlより一部抜粋

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.html


子供たちの困り
（アセスメント）

と
支援の引出しを多く持つ

（ノウハウ）
ことがこれからの

特別支援には求められます。
その中の一つのツールがICTです。



「支援がうまくいかない…」 

というときは、 

「やらせている」 

か 

「やりすぎている」

@fukushiswitch

https://twitter.com/fukushiswitch


楽しさとは自分で決断できる喜び 

楽しさは忍耐力を産む

一度やり始めたことは最後までやる 

自主的よりも主体的に・・

NHK Eテレ　奇跡のレッスン



参考図書



8月１日発売！！ 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



｢この子らを世の光に｣

「この子らはどんな重い障害をもっていても、だれと取り替えることもで
きない個性的な自己実現をしているものである。人間と生まれて、その人
なりに人間となっていくのである。その自己実現こそが創造であり生産で
ある。私たちの願いは、重症な障害をもったこの子たちも立派な生産者で
あるということを、認め合える社会をつくろうということである。『この
子らに世の光を』あててやろうという哀れみの政策を求めているのではな
く、この子らが自ら輝く素材そのものであるから、いよいよ磨きをかけて
輝かそうというのである。『この子らを世の光に』である。（「糸賀一雄
著作集３」より引用）



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

